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日本産タマムシ科概説 (14)

. 、 沢 良 彦

47. A. subrobustus E. SAuNDERs, 1873 ネム
ノ キナガタマムシ 分;布 : l l本 (本州, 四国, 九州

対ffi, 屋久島), 琉球 (u.t??喇列島), 朝鮮, 中国,
-ム・湾。体長4 ~6.5r,,n。  1,ll金色,  時に鋼色や緑を帶
びる。内側隆線は短く , 軽く l'fml し, 後方/?;の所で
消失する。前胸側縁は1鑼ut弱く,  前方に向け狭まる
翅 はIll部から翅端にかけて, 会合線に 、 って, 灰

l;1 色:商1.毛からなる縦1・があるが, その強弱は個体差
が多く , ほとんど消 '大一しかかったものもある。 雄の
顔面は緑色。 ネムノキの'‘l虫で5 ~8 月に出現する
合湾産は緑色が強く, 翅報、の11面の円みが強く, 1lf
極 soroci,tus KERREMANS, 1913 に属するo n 喇

列島産は, かって は台湾産と同一.l[f種にした (. l l
本j ﾆ虫大図鑑,  I I)  が,  担報の条斑が薄し・傾向は
るが,  ll 本産に大体一致し, 台湾1111種ではな い。

A. subrobustus E. SAuNDERS, 1873 を私は

記破だけで別種のルイスナガタマムシ A・ toωISI
KERREMANs, l903 に当て, 本種は台 iの A・ SO「0-
cinus KERREMANs, l913 のIll種と考えて,  l_1本産
のものにalbi2ziae Y. KUROSAWA, l963 と云う新
_ 種名を与えたが, 大英博物館にある模式標本は間
速いなく, 私がネムノキナガタマムシとした種類の
雌 (長崎産) である。従って, 本種の種名はSub「o-
bust us E . SAuNDERs, l873 で, A・ SO「oCinuS
albizziae Y. KUROSAWA,1963 は全くのシノニムと

なるc 同標にクマモトナガタマムシ A- ku m am 0-

toensi s OBENBERGER, 1935,  べップナガタマムシ
A. beppuensis OBENBERGER,1936 も:共-に本種のシ
ノニムで, 前者の模式標本は離, 後者のそれは雌で
あった。 この誤は, 原記載に無理に西口本型のルイ
スナガタマムシを当てた私の不注意に基づくもので
ある。 なお, 原記救には ''head gr ee n i n f「Ont” と
あり,  これは明らかに雄の特徴で, 雌は頭頂や前胸
背と同様に銅色であるが, 大英博物館の模式標本は
Oak Nagasaki のラベルのある雌一頭だけである。
また, 模式標本のラベルや原記載に on oak s とあ
るが, 本種がナラやカシワ類あるいはカシ類につく
ことはないので, 単にG. LEWISがこの類の葉上で

捕ったと記しただけであろう _
48. A. suυoreυi OBENBERGER, l935 ヤナギナガ

タ マ ム シ 分布 : l l本 (北海道, 本州), 朝意fl, 満洲
シベリァ東部, 中l? (.1ヒ部) , モンゴル, 中央アジ
ア,  ョーロツパ。 体長6 ~10,m,。内側隆線は孤状で
短いが, 不明 で, 時にほとんど消失することがあ
る。 頭概は相広く, 触角書f間の0?は長さの約2 倍c
色彩は変化多く ,  通常緑色であるが,  l f色のもの

( f raddei OBENBERGER, l935) , fl j金色のもの,
(型名は付けられてない) , 、色のもの ( f. charbi-

ne,us OBENBERGER, 1935) 二」:どがある。  原産地は
ゥッスリー, raddei も同様であるが, charbinensis
はその名の通り, 満洲北部の、ルビンの産である .
私は 0BENBERGER の模式標本の他に, 満洲の ,

開原, ャブローア, 北朝鮮の 一乙, 赴戦高原, 中国
Ill 東省のlりj・ 山,1: どの標本を検した。 FI本産は大陸産
のものより表型端が広く, 側方への膨出が弱く , 会合
線側がやや角張ることで区別され, 種 sahelυer a
Y. KUROSAWA, l963 (原記破には sabotυo!a と誤
記) と云うc 概島県会?t'二1'-・松市郊外の青木山で1948
年5 月に私が採った3 (-, 2 9 9 に基づいて記載し

たもので, 他に北海道足寄および札幌, 山形県新座市
大石田市, および東根市, 新潟県十日町市などの標本
を検した。 山形県の標本は全部最上川 ・  のヤナギ類
から 6 ~ 7 月に得られたものである。 幼虫はヤナギ
類に加書するが, IEとしてコリヤナギ, ケショウヤ
ナギなど細葉の種類を好み, キッネヤナギやミネャ
ナギのような広葉の種類を好まf」:い。また, ポプラ
にも加書するようであるが,  これは, 離似 のルイ

スナガタマムシの幼虫かも知れないo OBENBERGER
によるとフランスから A. υi r i di s LINNEの変種
と して記較された Pojlu lnea SCHAEFER, 1949
は υiridis ではなく ,  本種の ョーロツパ亜極で,
中央アジアからョー ロツパに広く分布すると云う。
また,  彼によれば,  私が書いた口本のものは真の
sut1oroυiではないと云うが,  この間題は将来の詳し
い検討に挨っことにして,  ここでは本種の種名には
一応 su1,oreυi を用いておく。



本種は前記の通り, ルイスナガタマムシA. Icu'Isl
KERREMANsに酪似しており, 頭楯の幅だけで区別
出来るが, 両種の関係についても将来の詳しい検討
が必要であろう。

49. A tempesti1'us LEWIS, 1892 ウグイスナ
ガタ マムシ 分布 : 口本 (、本州, 四国 , 九州, 対馬J
屋久島)。  体長4 ~ 7 nm。 暗オリーブ緑色, 前胸背
の側方は金色を・常・びる。細形で, 内側隆線は強く波
曲し長い。 G. LEWISの第2 同目の)に-日の折に採集
した標本に基づいて記載されたもので, 原産地は確

氷峠, 福)l-および中禅寺となっているが, 大英博物
館に保管される標本は1 6 だけで, ''Kur i9ahara, 4.
vii i-6. vi ii '81”  とラベルがっいている。 この産地
は日付から推定すると確氷峠に近い群馬県のどこか
と思われるが, には詳でない。 加害植物はカェデ
類ではないかと推定しているが, 確1111はない。 一般
に関束以西の西日本では6,7 月、i i普通であるが東北
地方では少ない。北のものは色彩が賠いが, 西口本
のものは明るい色のものが多く , 銅色や店金色を帶
びたものが現れる。 屋久島のものは鉄 色を帶びる
ので lfi種を分けられるかも知れない。

50.   A tibiatis LEWIS, l892  ホソアシナガタ
マ ム シ 分布 : 日本 (北海適, 本州, 四国, 九州,
佐渡, 対馬), 朝鮮, 満洲, シベリア東部, 中国 (北
部)。 体長5 ~ 8 mm。 日本産ナガタマムシ属の中で
最も地方的な色彩変化の多い種類で, 革色, 青緑色,
11色, 細色, 腐金色. 鉄銹色, 黒色などぃろぃろあ

る。 下側隆線は後方%の所で側隆線に合してしまう。
腹端は2 葉J十状。 LEWISは北海適の章菜沼と札幌で
得た店金色のものを A tibialis, ロ光, 描根宮の下,
奈良などで得た暗青色のものを A graciliPesと,
それぞれ独立した別種として,i i載したが, 画者の色
彩は一連の中間的色彩の個体で連続してしまい,  日
本国内では本 l の1111種を分けることは不可能である。
一般に, 北海適産は店金色のものが多く, 適南地方
から青森県にかけては革色やオリーブ色を帶びたも
のが多くなる。 東北地方でも中南部になると青色が

強くなって来て, 関東地方や中部地方ではほとんど
が青色のものばかりになるが, 地方的にはオリーブ
色のものが多い地方もあり, 岩手 北上山地のよう
に鉄銹色のものが多く現れる地城もある。 近設, 中
国地方は青色または紺色の地域で, 九州, 四国では
美しい靑色または細色になる。 また, 対馬のものは
暗青色または暗青緑色のものが大部分である。 朝鮮
南部でも対馬に似たものが現れると思われるが, 資
料不足で断言出来ない。 北鮮から満洲, アムー ル,
ウスリーにかけては鉄銹色のものばかりになる。 黒
色のものは地城に関係なく現れるが, 靑色の地域に
は特に多い。

LEWIS の記較した t ibialis の模式標本は 菜沼
産の , 大英 ﾉ事物館には他に 9 があるが, 札幌
産の標本はない。 gracitiPesは日光,  3. vi. ~21.
Vi・ 80  のラベルのある91 頭だけで, 他の産地の
ものは残つてなぃ。 A graci l ipes LEWIS, 1892 は

中米から記載された A gracilipes WATERHOUSE,
l889 に先占 されているので CH.KERREMANsは19
02年に Ieωisietlus と改名したが, 上記の通り,  こ
の名は tibialisの青または紺色の型として残るだけ
である。 中部地方から東北地方, 北海道にかけては
最も普通な種類で, 関西地方や中国地方でも山地で
は稀な種類ではないが, 九州南部, 四国などでは編-
な種類で, 紀伊半島でも同様である。 この様な分布
の仕方は周日本海種の典型である。

シベリア東部のSchilka山地から記載され, ウス
リーからも記録のある A. ignoratus OBENBERGER,
1924は模式標本が tibialisの大陸型の9 であった。
従って, 本種の大陸亜種名は t gnoratusで代表され
るであろうo A tatgiCola OBENBERGER, l924, corax
OBENBERGER, 1924, rlMda FISHER, l925, /reyi
THI:RY,  1939 もすべて A. t ibia li s i gnoratus
OBENBERGER, 1924の異名である。 また G. KRIv0-
LuTSKAYA 女史が1973年に千島国後島から記録した
A・ i9noratus  も上記の事情から推定して北海適の
tibialisそのものと見做して差支えないであろう。
また, 1940年に三輪勇四郎, 中条道夫両博士が朝鮮
のソールから記録した A fgnorafus も t f0 lahs
の大陸型であろう。 OBENBERGER が A asiat icus
KERREMANS と考えたのは A. THleRYが1g42年に
指摘した通り, 全部が本 の大陸型であった。 そこ
で彼は真の asiaticusに j)1anefasciatus と云う新
名を与えたのであろう。

加害植物はナラ,  クヌギ,  カシワなど落葉性の
Quercus属植物であるが,  常緑の種類にも加害す
るのかどうかはまだ判らない。 5 ~ 7 月に伐木や若
葉で見られるが, 私は山形県米沢市で力シワの根元
にある石の下から数頭の成虫を採集したことがある。
これは, 初 に発生したものが石下に潜入したもの
か, チビタマムシ類のように の終り頃発生した新
成虫が越冬していたものか, その後この様な機会が
なく , はっきりしない。

51. A t rinotatus E. SAuNDERs, 1873 ミ ッポ
シナガタマムシ, 分布 : 日本 (本州, 四国, 九州)。
体長4・5~6.01m。 銅色を帶びた店金色または紫銅色,
内側隆線は弱く, 軽く弯曲し, 中央部で消失する。
腹端は2 集片状。 超端%の所の会合部に2 つの小白
毛斑があり, その前方中央直後の所にほ'やけた大き
な白毛斑があるが, この紋は時に全く消失する。 大
英博物館にある模式標本は9 で Japan のラベルが
あるだけで, 詳しい産地は判らないが, LEWISの第
1 回の旅行の採集品であるから, 恐らく長崎付近で
あろう。幼虫は前種とは逆に常緑のカシ類につくが,
恐らくクヌギにもつくであろう。西日本に多い種類
で, 現在判っている北限は東京であるが, その分布
はカシ類の分布に平行するものであろう。成虫は5
~ 7 月に現れる。

52.   A. uenoi Y. KUROSAWA, 1963 ウェノナ
ガタ マムシ 分布 : 日本 (九州, 屋久島, 吐喝喇列
島), 琉球 美大島)。 体長3.0~4.7nn1。 口本産ナ
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ガタマムシ属中では最小種。 短太で店金色で前胸背
中央部が暗色となり, の顔面は緑色。内側隆線は
長く前縁角に達するが, 側面から見ると全く波曲し
ない。下側隆線は後方 で側隆線に合する。佐世保

市国見山の1 3, 屋久島薬生の1 9 , 吐喝喇中之島
の 1 1 9 , 美大島のイカリ産1 -o 4 9 に基づ
いて記載したものである。 加書械物は未知であるが,
恐らく シイであろう。 九州西海岸地方および南端地
方, 種子島, さらに四国南岸地方などにも産するも
のと期待される。

53. A. υiduus KERREMANs, 1913 ベーナガタ

マ ム シ 分布 : H本 (本州,  九州, 対馬),  満洲,
中国, 台湾。体長5 ~10,m,。大小の変化が著しい。
全体紅赤色, 灰白色の短毛よりなる縦条が小概板付
近から翅端にかけて走るが, 個体変化が多く , 全く
消失するものも少なくない。一般に台湾の1fli種は顕
著なものが多く ,  日本産は弱く , 大陸の亜種では消
えるものが多い。 内側隆線は短く弯曲するが,  口本
産は台湾のものより短く弯曲が強い。 下側隆線は側
降線に合しない。 原亜種は台湾産で産地は Kankau
と恒春であるが, 全島の低山地に普通に産するよう
である。日本亜種 subυiduus Y. KUROSAWA, 1957
は新潟県中津川i ﾀ谷,  山梨県昇仙峡,  長野県 ;藤花峡
木曽福島, 島取県大山などの標本に基づき記載され
たものであるが, 束北地方南部から中国地方に到る
本州各地と対馬に産する。 しかし, 九州, 四国, 紀
伊半島などの外 ;山系からの記録は全くない。 大陸
産のものは満洲の大興安ﾐtから独立種として記載さ
れた Chinganicus OBENBERGER, 1922で代表され
るが, 別種ではない。他に北京, 熱河省古北口, 山
西省陽城などの標本を検しているが, 朝鮮から満洲
東部にかけての地域の標本はまだ検していない。 加
書i直物は台湾ではケヤキ, 対馬でもヶヤキで採集し
た。中津川渓谷の subt'iduus の模式標本は4 3
299 をクリの伐木上で得たが, これは幼虫の加害
樹ではないであろう。  田添京二氏は福島市交ll外で
エノキから採集された。 北京ではハルニレの一種
Ulmus u'ilsomanaを加害するので,  目本でもハル
ニレには加害するであろう。

54. A. υiridiobsculus E. SAuNDERs, 1873 ァ
オグロナガタマムシ 分布 : 目本 (本州, 四国, 九
州)。体長3 ~ 5 !mi。ウェノナガタマムシに匹敵する
小型種であるが, 同種よりはやや大型のものが多い。
短太, 暗緑色で前胸背の側縁部は多少金色を帯び,
翅輔背面は一面ににぶい金色の短毛を密布する。 内
側隆線は長く波曲し, 前縁角近くで側隆線に合する。
大英博物館の換式標本は 9 で,  Japan と云うラベ
ルがっいているだけであるが,   LEWIS の第1 回の
採集品であるから長崎付近か神戸付近であろう。 東
北地方南部から九州まで分布し, 西日本では少なく
ないが,  目下の所日本特産種である。 最北の記録は
福島市である。加害植物はまだはっきりしない。

55. A yamaωahl'i Y. KUROSAWA, 1957 コ

クロナガタ マムシ 分布 : 日本 1、本州, 御蔵島, 四

国, 九州, 対馬, 屋久島),  朝鮮。  体長7 ~12,m。
やや廣金色を帶びた光沢のないfn色, 翅軸 には灰色
の短毛からなる中央の小紋, 後方% にある波状帶,
翅端紋などが認められるが, いずれも不明瞭で, 時
には全く消失することもある。 北九州市福知山で野
村美之 (旧姓山脇好之、1 氏が採集した2 4 9 9

などに基づいて記載したもので, 奈良県大台原山,
四国面河渓, 大分県祖母山, 鹿児島県 島山, 伊豆
御蔵島, 福島県二本松市, 屋久島花之江河などの標
本を検し, 対馬仁位では私自身で数頭を採集してい
る。また, 朝鮮雪岳山産の1 9(13. viii. 1974, s.
TERAMuRA 採集)  も検した。本州では奈良県と橋
島県以外に記録がないが, 恐らく稀ながら関東以西
の各地に分布しているのであろう。 加害械物は極め
て特異で, 私の対馬での観察ではウリノキ科のウリ
ノキであろう。

56. A yaSumatsta Y. KUROSAWA, lg64 ャ

スマツナガタマムシ分布: 琉球 (111美大島)。体長
41m内外。唐金色, 前胸背は明るく, 翅鞘は暗い。
翅報、は短い銀灰色毛で覆われるが両側方は裸出するc
内側隆線は短いが強く弯曲, 下側隆線は後方後緑角
近くで側隆線に合する。葉状部の前縁は深く切れ込
み,  ㊧端は深く三角形にえぐられる。 美大島の
Yakkachiで安松京三先生がl933年7 月18 目に採集
された1 o だけに基づいてll破したもので, 他の標
本を知らない。

先に記した通り, ナガタマムシ属は極めて種類が
多く,  日本産も上記56種だけではないが, 大陸産の
種類と比較が済んでない部分が多く, 同定には極め
て困難している。 中根猛彦氏に云われるまでもなく,
いずれ検索表をつけて整理したく思っている。
なお, 下記の種類は目本産として記録されたが,
日本産とは考えられないので省くことにした。

A fnpa「t if g S1 a MnSiS OBENBERGER, l g35
ニホンナガタ マムシ 単に Japon  と云うラベルの
ついた19 で記載されたものであるが, 模式標本に
は誰が書いたか判らないが, OBENBERGERの字体と
は異なる字体で ''Sumatra eu Borneo non Japon”
と書かれた紙片がっいている。  A t ripartitus H.
DEYROLLE, 1864 はマレ一半島, スマトラ, ポルネ
オなどから知られる5 mm内外の小型種で, 鉄様青
色か翅報は暗い唐金色, 翅端は鋭く練状に尖り, そ
の外方に1 個の小歯状突起がある特異な種類で, 私
は日本産はおろか台湾産の種類でもこれに当る標本
を見たことがない。三輪・ 中条両博士は口本産甲虫
日録, I, タマムシ科 (1936) の中で独立種とし, ス
ペルを jape'lensis と誤記されているが,  なせ'独立
種とされたかその理由は記されてない。 私がプラハ
の国立博物館で検した模式標本は t rtPar tit us と較
べて差異が見出せなかったので, 後からっけられた
紙片のただし書きの方が正しいものであろう。

A. υ0daki OBENBERGER, 1936 ヴオタ'クナガタ
マ ム シ 先のクヌギナガタマムシA friebi OBEN-
BERGER の項で記した様にこれが果して真に日本産
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かどうか疑わしい。恐らく , OBENBERGERの死後,
標本の指定の際に混乱したものであろう。

A. japonicus KERREMANs, 1898 パリ国立自然
科学博物館にある棋式標本1 9 と大英 物館にある
syntype 2頭は共に A t1'0iah's LEWIS, 1892 ホ

ソアシナガタマムシの北海道型の原型に一致する .
私が ' aPomcas に当ると考えた 類 (原色 虫大
図鑑,  II , 76図版23図.)  トガリカラカネナガタマム
シは全く別物で, 中「illに近似 s重が るが , 未命名
極類である。 , 国立科学 ｢導物館
0オオヒラタエンマムシの報
樹度下で生活するオオヒラタェンマムシHo1olep-

ta amurensis REITTERの は写真に示すように,
その形がまことに興味深い。 よく発達した大肥 (口
器.) を前方へ向け, 成虫の頭部と同様の形を保って
いることである。   (同属の他種もおそらく同形であ
ろラ)。  この oaの形は頭部と胸部が重ならないため
からだを 平にする上での有利さがあるが, むしろ
成虫の頭胸部の構造からの必然性があるように思わ
れる。 しかし, 周知のように甲虫類のflit 1は口器が後
方を向くのが普通であり,  ヒラタムシ科のように属
平な甲虫でも11111のr1 器はすべて後方を向いている。
筆者はェンマムシ科のol lの多くをみていないが,  枯
れたマツの樹皮下に住むナガェンマムシ Cylister
1ineico11e MARsEuL も, 11器は法則? 通り後方を
向いている。
写真に ,1'すォオヒラタェンマムシは埼玉県二瀬
(奥秩父.) で1971年9 月21 口に枯本の樹皮下から幼
虫を採集飼 したもので, 同年l l 月5 日に!期化した。
前記ナガェンマムシは12 月中旬に神 川県で期を採
集した。 いづれも幼虫は樹度下の 虫を捕食する.

(.横浜市港北区. 林長開)
0 「北日本におけるフタオビミドリトラカミキリの
分布.1 補遺
本」i志25/26号で, 者はフタオビミ ドリトラカミ
キリの分布について述べたが, その後, さらにいく
つかの重要文献を見出したので,  ここに補通を発表
しておきたい。

l - 在山県からの :記録
富山県からの記録はないと,記したが, 田中(l972)
は下新川都朝日町から本種を記録しているので追加
する。 これで, 石川県~青森県の全県下からフタオ

ビミ ドリトラカミキリが知られたことになる。
田中忠次 (1972) かみきりむり科の追加, Arnica,

16 ( 1、)  : 10~11.
2.   山形県からの記録
山形県における本極の産地として, 白畑 (1954_)
による酒田の記録 (飛島からの記録を含む) がある
ので追加する。 また山形県本上からは黒沢, 白畑(19
64) による加茂からの記録が最初であると記したが,
上述の如く 白畑の記録の方が古いので,,J正する。
白畑一太郎 ( l954 ) 山形県産甲虫類分布資料(1),
新 虫,  7(2) : 40. (崎玉県入間郡, 大野正男)
0コメツキムシ数種の記録。
(1)  Meristhus (Stdcimerus) nij)onensis LEWIS,

1894, スナサビキコリ
1 ・) , 京都府丹後神崎, 2. viii.1974, 正木清採集。
本種は新潟, 京都, 大阪, 和歌山, .島取, 福岡,
長崎等から知られている小型のサビキコリで, 主
に, 海岸や河川数の砂地に生息している。 本個体
は海岸近くの水銀燈に飛来したものである。

(2) Heteroderes inexpectatus KIsHII, 1969
1 9 , 茨城県阿見町,13. viii.1962, 本村裕採集。
岸jl:-氏により1969年に, 茨城県同見町から採集さ
れた1 oに基づいて記載されたもので,  日本では
本属の種としてははじめてである。 その後採集さ
れた記録は見あたらない。 :霍者は偶然にも, 同一
場所で同一採集者による標本を入手した。 本種は
少なく とも, 同時期に複数採集された様である。

(3)  Megapenthes cariniceps LEWIS, l894, クロホ
ソキコ メ ツキ,

I o , 京都広河原, 24. v. 1972, 今坂正一採集;
1 9, 山梨県大書産峠, 25. vi. 1966, 辻 啓介

採集; 1 9, 素良市索良公国,  12. v. l974,今坂
昭一採集。

G. LEWISにより1894年(Kiga) に記載された
以後, 三輪博士のモノグラフ(1934)に札幌, 中禅
寺の記録があるのみで, その後は知られていない。

(4) Megape fhes s1u'rozm' KIsHII, l959, シロウ
ズツヤケシコ メツキ

I o , 奈良市' i良公国, 19.  vil.  1974,  畑山
武一郎採集。
屋久島から知られていたが最近大平博士( l973)
による護庫壇山の記録があり, 本州では2 頭日の
記録である。

(5) Amj)edus honguanus OHIRA, 1962, ホングウ
チ ビクロコ メツキ

15 , 高知県 'a、l導, 2. viii.1973, 奥田則雄採集。
大平博士 ( l962) により愛知県本宮山で採集さ
れた1 6 により記載され, その後岸井氏は那智
( l 972) , 平松氏は大台ヶ原 (1974) をそれぞれ産
地として記録されているが, 四国からは初めての
記録である。
標本を提供していただいた, 今坂正一, 奥田則
雄, 畑山武一郎の諸氏, 同定ならびに, 種々 御教
示いただいた平安高校の岸井尚先生にお礼中しあ
げる。 (京都市伏見区, 正木 清)
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D r. A. VILLIERS の “Une nou vel le nomenc la tu re de

Leptur ines de France” について一紹介と感想

中 根 l f i 彦

一般に学名については欧州の人連はift用をillんず
るが, 米国の人速は命名規約の適用に厳正な立場を
とる傾向があるようである。 ハナカ ミキリに関して
も戦後 GREsstTT  らが属のタイプを検i、llして慣用
の誤りを指摘しているが, 欧州ではその後も学名は
ほとんど変更なしに使用されている。 学名の安定と
いうことからいえば大変結構 ことであるが, 命名
規約上からは要当とはいい難い。
ここに紹介する Dr. VILLIERSの報文*) は長年に

わたる誤まった 用から順して規約に準じた学名を
用いることを提案したものである。 このきっかけは
VILLIERS ( l964) の北米産ハナカミキリの属タイ
プ種に関する考 のようであるが, いずれは必要な
ことであったろうe 内容的には特に新しい特徴を用
いているわけでは いが, 今後の欧州での動向が注
目される。
以下彼の,J、、した検索に属のダイブ種を加えて紹介
しておこう。最後あたりに出てくる2 属は新たに命
名されたものである。
1. 上翅は完全で正常か 部大半をおおう。後翅は
たたまれる。 中胸1'i:鐵部は2 分される一 - - - 2

-  上翅は短縮し i i殻状, 順部をぉおわなぃ。後翅
はたたまれない。 中胸l f鎖部は完全で2 分されIt
い_ _ _ - - - - - - - - - Tribe : Necydalini

2. 限の小限は細かい. 中基節は多少とも離れる

-  限の小限は組い。 中基節はほぼ相接する。
- - - - - - Tribe : Vesperini

3.   前胸板は前方が広く凹圧され, 横から見て前胸
突起と明らかに角をなす。 - - Tribe : Rha9iini

- 前胸板は前部が狭くくびれるか凹圧され, 横か
ら見て前胸実起と明らかな角をなさない

- - - - - - - Tr ibe : I.epturini

Tr ibe Vesper ini MuLsANT, l 839
1 属だけ (Type: Stenocorus strepe'ts F ) -・・・

- - - - Vest,crus LATR. ,1829

Tribe Rhagi ini KIRBY, l837
(=Stenocorini auctt. )

1.   上翅には強い縦隆条がある一 - - - - - - - 2
-  上翅には強い陸条はない一 - - - - - - - - 3

2.   上翅には3 filii条がある。前胸突起はl富広く , ほ
ぼ基節の高さで後端は切断状(Type: Ceramb:yx
inquisitor L ) (= H,argiutn SAMOUELLE, &C)

- - - - - - Rhagium F.,  l775
- 上翅は外方の隆条だけ強い。前胸突起は幅狭く

* ) VILLIERS, A : Une nouvel le nomenc la tu re dos

Lepturines do France (Col. Cerambycidae),1974,
L'Entomo1og'・to, 30 (6), pp 207 ~217.

基節よ り低く , 後端は丸まる ( Type : Cerambyx
cursor L. ) - - - - - 0xymz'rus MuLs. ,1839

3. 中, 後躍節は歯実起がなし
-  中, 後腿節は先端に近く歯突起がある (Type:
Toxotus cinctus F ) - - Akimerus SERV.,1835

4. 前胸l''1:は両側に側実起がある一 - - - - - - 5
-  前胸l f画側は単に丸まる一 - - - - - - - - l l

5.   触角第3 節は第4 節より明らかに長い一 - - 7
-  触角第3 節と第4 節はほぼ同長一ーーーー一9

6. 体は太短い。前胸の側突起は丸い 状 (Type:
Lepturaυirginea L )( =Neogaurotes PoDANY)

- - - - - Can h a MuLs.,  1 3
- 体は細長。前胸の側突起はl願広い三角で鈍く平
たい (Type : Rhagium salicis F )  - - - - -

- - - Rhamnusium LATR., l829
7. 後開節第3 節は中央まで 入する一 - - - - 8
-  後 節第3 節の 入は中央に達しない (Type:
Leptura octomacutata F ) (=Argaleus LEC )

…一 - - - - Pachyta DEJ., 1821
8. 上超端は1弯入するか切断状一ーーーーーー一9
-   上翅端は円い一 - - - - - - - - - - - - - 10

9.   触角第3 節は少なくも第5 節と同長 (,69 は似
ている)  (Type : Leptura mendiana L )-(=
'I、oxott‘s DEJ., Minaderus MULs ) - - - - -

- - - - - Stenocorus F., 1775
-  触角第3 節は第5 節より明らかに短い ( (3 9 で
ちがう、 (Type : Cerambyx quercus GOEZE) -

- - - - Anisort‘s MuLs., 1863
10.   後冝Ai節第3  節は続く2  節の和より長い。  触角
は細い (Type: Leptura monticola RANDALL)
(=Et;odjnellus PLAvlL., BrachytodeS PLANET)

- - - - - Eυodint‘s LEC., 1850
- 後開節第3 節はせいせい続く2 節の和と同長。
触角は太い(Type: Lej)tura interrogatioms L )

- - - Brae;iyta FAIRM., 1864
l l .   前l的1'i:は様状の前緑後に'Ill? 広い横の四みがあ
る

-  前胸背は前部が単に緑取られ, 操状の横の凹み
はない (Type: Leptura co11aris L. ) - - - -

l 2.

F )

- - - - Dinoptera MuLs., l863
触角は限の前緑前方につく  - - - - - - - 13
触角は両限間につく (Type : Leptura lurtda

Pidonia MuLs., 1863
13.   上 背部は凸形, 細長く,  基部の幅の2 ~2

%倍の長さ。 触角隆起先端から頭概前端までの距
離は類部の頭◆西より大きくない(Type: LePtura
proteus KIRBY) - - - -AcmaeoPs LEC., l850

-    上担は会合部に沿い広く圧せられ, 短く , 基部

-  5  -
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く一 ー ー ー ー ー ー 一 ・ ・

4.   上翅端は 入する力
鋭し

- 上翅端はほぼ円し
ない一 - - - - - ・

5.

か, やや切断状で外角は尖ら

触角第2 ~ 4 節の和は第6 節よ り長い一 - - 6
触角第2 ~ 4 節の和は第6 節とほぼ同長一 - -

(Type : C.h'neata LETzN) (=Zetz ena KR )

Lej)tura sexguttata F )
- - - Anop1odera MuLs., 1839

7.   触角は細長, 端方の大半の節はやや太まり,  ;5
では翅端に達する。前胸背後角はやや鋭い( Type:
Leptura tabacicotor DEG. )

13 ScHR )
明らかに切断状. 外角は - 前胸背基部は強く凹まない, 後体部は長い

(Type: Leptura sexmaculata L. ) - - - - - -

15
14

Tr ibe Lepturini KIRBY, 1837
1. 大理思基部は限にきわめて近い一 - - - - - - 2

- 大理閨A基部は限から離れている一 - - - - - - 3
2.   前胸背は操状の前緑後に横の凹みも正中薄もな
い(Type : Lej)tura praeusta F ) - - - - -

- - Grammoptera SERV., 1835
- 前胸背は 状の前縁後に横凹と正中薄がある一

(Type: Grammoptera spinu1osa MuLs ) - -
- - - - Cortodera MALs., 1863

3.   前胸後角は直角か, 鈍角で上翅基縁と角をなす
か, いずれにせよ上翅基部を抱かない一 - - - 4

- 前胸は後方が拡がり, 後角は尖り上翅基部を抱

前に横にはり出す瘤起がある (Type : Leptura
rubra L ) (= Aredolpona NAK et OHB ) - -

- - Corymbia DEGozIs, 1886
12. 前胸は幅一狭く , 基部から前端へ規則的に狭ま
る。 9 の色・ 形は異なる (3 は細く後方へ狭ま
り,  9 はl富一広く両側ほぼ平行) (Type : LePtura
sanguinea LEC ) ( = Marthaleptura OHB. ) -

- A as t r a gaha CAsEY, 1924
-    前胸は0a-広く , 両側は後半が両側平行か後方
へ狭まり, 前方は急に狭まる。 9 の差はあまり
ない (Type : Lepturaυagans 0L ) - - - - -

- - Brachyleptura CAsEY, 1913
l3.   上翅端は斜めに切断され,  外角は鋭く尖る一

-    上翅端は円い
14 . 前胸背基部は ' -'形に強く圧下される。  後体部
は短く幅広い(Type Leptura cerambyci formis

の幅の1 % ぐらいの長さ。 触角隆起先端から頭概
前端までの距離は類部の頭幅の1 %倍 (Type  :
Leptura pratensis LAIcHTG. )  - - - - - - -
- - - Gnathacmaeops LINs. & CHEMs., 1972

Pachytodes PIc, 1891

Cornumuti la LETzNER, 1843
6.   側頭は短く, 丸まるか後方で鈍く角ばる一 - 7

- 側頭は長く ,  後方でやや鋭く角ばる  (Type:

15.   後開'節第3 節はかなり短く, 著しい2 片状一16
-    後 節第3 節はきわめて長く , 先端は 入する
が明らかな2片状でない (Type: LePtura lutei-
corm's F ) (=Strangah'M AuRlv ) - - - - -

- - - - Stra gaha SERV., l 5
16.   後開節第1 節下面は滑めらかな正中線で 2 分
された毛帶をもつ (Type: P kassjanoωi SoKo-
Low) ( =SPhenalia DANJEL)

- - - A1osterM MuLs., 1863
- 触角は短く , 端方大半の節は強く太まり, で

も翅端に達しない。 前胸後角は鈍い一 - - - - 8
8.   小糖板後端は弯入し,  ときに2 又 (Type: P・

Onentahs pLAVILST) - - - - - - - … 一 … 一 -

Pseuda1osterna pLAvlLsT.,1934
- 小概板後端は半卵円形で弯入しない (Type :

eptl‘ra mzpmcfata F )( = Mooυadoma KAsz )
- - - - Vadoma MuLs., 1863

9.   体は全面に灰~淡緑色の密なねた毛におおわれ
る (Type : Lepturaυi rons L ) - - - - - - -

- Lepturobosca REITTER, 1913
-  体には上のような毛はない一 - - - - - - - 10

10. 前胸背と上翅基部は小~中位の点刻と細長い
直立~ややねた毛を密にもつ一 - - - - - - …11

-  前胸背と上翅基部は組く深い孔状点刻をもち,
各点は太短い毛を1 本ずっもっ (Type' LePtura
on'On'pemz's LEC ) -Stictoleptwa CASEY,1924

l l .   前胸背面は凸形で切断された円錐形,  側部は

Pedosl rangalia SoKoLow, 1896
-    後開節第1 節下面にこのような特徴はない一l7

17.   前胸背の様状の前縁は直後に平たい・r將一状部を
伴ない凸形部前に横薄をつく る一 - - - - - - 18

- 前胸背の凸形部は襟状部からはじまる(Type :
Leptura metanura L ) - Stenure11a VILL.,1974

18.   前胸背基部には強い:'n みがあり, かなり幅広
いが背部で急に圧下される (Type : Leptura
quadr ifasciata L ) - - - - Leptura L., 1758

-   前胸背基部には浅いが活鼾Lい凹みが る(  T
pe: Leprura disligma CHARP) - - - - - -

- - - - - Nustera V ILL. , 1974

後方に瘤起がなし
-  前胸背は背面がやや平たく, 側部は後方の横溝

f gdoha  MuLs. , l86

1 2

Tribe Necydalini LATREILLE, 1825
1 属だけ(Type : 確定せず) - Necydalis L.,1758

以上を口本の現状と比較すると, 愉快なことに大
体は合致しているようである。属, 亜属の格づけは
慣用や個人的な好みも加味されるから, 特に間題に
しないでよいだろう。今後の間題は欧州~北米以外
から知られる属種との関係であると思われる。 なお
ちょっと気になるのは,  St''angaliaのダイブと長
く見なされていた S maculataが LePtura にそ
のまま居残っている点である。  ( 国立科学博物館)
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日本産 Pidoma 属の覚え書 (6)
大船林道の Pidoma属

窪 木 幹 夫
火山のP責 火は種々 の演滅的影響を植生に与える。
すなわち, 広域にわたる火山灰のi性ﾝ fによる地表械
物群落の死, 溶岩の 出と岩石荒地の形成, 溶結凝
灰岩の 出と地域生物群の絶減によって, それまで
とは異なった生態環境をつく りだす。 九重山群とそ
れを取巻く高原は, 標高800m以上1700mを越える
山地帶で, その形成過程は比較的新しく, 森林は九
州全体からみれば, 落葉広葉樹の林冠と常緑グラノ
イ ド帶を密生した林床からなる地帶と山頂部のまば
らな低木林地帶とされ, 占田 (1965) の九州中北部
森林帶のクマシデ= コガクウッギ群集からブナ= ス
ズタケ群集の山地帶極盛相地帶に入る。 しかし, 九
重地域の森林械物社会は火山活動の影 を強く受け,
ブナのあるべき落葉広葉樹林の林冠は,  ミズナラま
たは, ノリウッギ低木林に置き換えられ, 山頂部は
ミヤマキリシマ, アセビなどの低木林となり, 一部
には Sasaを優占種とする革原も広がっている (荒
金,  1972)。今回の調査は福岡県在 の入江平吉氏
によって, ヨシブから坊ガッルにかけての大船林道
沿いの標高1000~1200m付近で行なわれた。 同地の
11直生はミズナラ,  ミズメ (ヨグソミネバリ ) , ミズキ
等が優占しハリギリ, ホオノキ, サワグルミ等も多
く , ブナも少ないながら白生するが, ヒミ , ツガは
ないとの事である。なお, 各種 Pido'ua は主とし
てココ'メウッギの花上から採集されたっ 種々 御教示
頂いた入江氏に御礼中しあげる。
調査年月日 : 1974年6 月3011
調査地 : 大分県玖珠部九重町及び直入部久fl町大

船林道
1. P. puzi1oi (SOLSKY) フ タオビノ ミハナカ ミ

キリ ,  8 9 9 , l l 9 9 .
2. P. signi fera (BATES) ナガパヒメハナカミキ
リ , 18 0 6 , 9 9 9 .

3. P muneaka ( TAMANuKI ) ムネ ァカヒ メハナ
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カミキリ, 143 6 ,109 .

前報においてdismdahs種群は雄のmedian lobe
と末端節腹板の形態により二群に分けられることを
報告した。当地の雄はmedian lobeの先端突出部
が幅広く単純に り, 末端節腹板の後縁中央はやや
幅広い三角形に弱くえく- られる点で本種と同定した。
雄は前胸が赤褐色で側緑の突出が鈍く , 小概板は前
胸と同色である。 maxillary palpus先端の外縁は
突出し四角形を呈する。 雌は上翅に一対の黄色の縦
すじを持ち, 末端節ll-f板の後縁は号状に湾入する。
このような本種の特徴は, 四国の小田深山等の低山
帶に分-イllするものと種々 の点で一致する。
本種は玉 ( l942) により discoidal is の aber-
「ant formとして記載されたものである。林 (1969)
は多数の標本を検し,  これを種に;l・格し, 白山山麓
以西に分布する原亜種の他,  北アルプスに産する
ssP・ tamanukii  と伊豆半島と富士山付近に産する
ssP ama9tsanaの三亜種に分けた。 しかしながら
ヒァルプス島々 谷産9 015 (25. vii i974, 窪木幹夫
採集), 天城峠産2 0 (4. v. 1966,  粂久仁離採
集), 芦生産2 0 (30. v.1971,  水沼哲郎採集),
護障ノ通山産3 o (?) (1. vi. 1969, 奈良一採集), 大
山産2 o 6 (20. v.1974,   足立一夫採集) はすべて
末端節ll更板後縁中央がU字状にえく- られ median
lobe先端突出部が釣状に曲って'? るもので discoi-
dalis の模式産地である目光地方のものと一致した。
すなわち本州に分布する muneaka は discoidal is
のsynonymであり, 四国, 九州の低山に分布する
ものが真のmuneaka に当ると思われる。
4. P discoidalis amanoi HAYAsHI, 2 9 9 .

本i[ll種は英彦山 (標高約1100m) より採集された
離に基づいて記載されたもので,  四国に分布する
P discoidal is shikoke'isis CHuJ0 e t H AY As HI に

似てぃる。 当地の雌の前胸は前後縁部を除いて'、n色
もしくは.'n褐色で小桶板は前 の前後縁部と同色の
1ti程,色である。 上翅は'l l色で一対の黄褐色の縦すじ
を持つ。未端節背板の後縁は鋭く突出する。 この雌

2 a

第1 図 雌 部末端節背板(a) と1111板(b). (Scale=0.3mm)
1. Pl do,f ia discoida! is a m a o1 HAYA sH1
2. P idoma muneaka muneaka (TAMANuKl)
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の末端節背板の末端が突出する個体は模式産地の英
彦山や九重山群, 祖母1,11から知られている。
先に本.tli (Nos 21/22) で報告した覚書(3)1の P・

sp. は離のmedian lobeの先端実出部が釣状に曲
って尖り, 末端節1 ｭ板の後縁中央が U字状にえく'  ら
れ,  雌の末端節背板の末端が突出するもので P・
djscoidal i s shi kokensi s CHuJ0 et HAYASHI に当
るものと思われる。 また雌の末端節背板の後縁の実
起は四国, 九州産の discoidalisの一般的な特徴と
思われる。
5. P graltatrtx (BATES) オオヒ メハナカミキ
リ , 11 9 ・

6. P. sp., 5 0 6 ,  9 9 ・

本種は従来P. insuturata (PIc) やP・ simi1-
1ima OHBAYAsHI et HA、'AsHI と混同されていたが
特異な難交尾器の形態により別種と扱った。 林 (19
68) は insuturataの分布地として本州' 四国をあ
げ九州については疑問符を付記している_ また従来

I a _        2

第2 図 Pidonta sp, の雄交尾器 (Scale-0 3mm)
1. Median lobe・ a fjj面, b. 側面,' 2. Lateral lob?・

P. insuturata (PIc) ? として九州,  四t?から報告
されて来たものは本種に該当するものと思われる。
上翅の斑紋は insuturataに似て, 雄の末端節腹板
の先端が明瞭に凹状を呈さない点では simi11ima
に似る。前胸の側方の実出は変異に富み両極の中間
的形態を示す。このような点が本種が長い間 inSu-
turataや simi11ima と混同されて来た原因と思わ
れる。 しかし雄交尾器, 特に l ate「at lobe は特異
な形態を呈し, 他のPidonia 亜属とはまったく異
なり, 先端が厚大し内側に弯曲している。 者の知

るかぎりでは, 本種は九重山群の他, 英j ｱ山,  祖母

山, 国見岳等の九州の山々 や四国の高地帶に分布す
る。 九州における本種の出現は比較的早く 5 月中旬
に上記の山々 の標高1000m付近に出現し 7,8月には
高地帶に及ぶ。 なお, 本種については後日改めて発
表する予定である。
7. p. stmla ima OHBAYASHI et HAYASHl ニ セ

ョ コモンヒ メハナカ ミキリ , 10 , 17 9 9。
8. P amentata (BATES) セスジヒメハナカミキ
リ, 96 0 , 6 9 .

g. P debi li s (KRAATz) チャイロヒメハナカミ
キリ , l l -0 , 10 9。
以上のように大船林道からは9 種のPidoniaが
採集された。この中で discoidalis種群に関しては
雌の末端節iIi:板の形態により2 種に分けたが雄はす
べて muneaka であり末端節 板の後緑中央がU字
状を ,する discoidalisは採集されなかった。 しか
し英彦山産雄の末端節腹板には二型あり当地でも今
後の調査により discoidalisの離も確認されるもの
と患われる。
なお, 採集された総個体数は157 頭,  6 は52%,

g は48%であり, simi11ima と signi fera が最大
の優占種であるが, それらの優占度は比較的低くお
のおの17%であった。 東京農大)
0 ドウガネチビマルトゲムシの食性
ト' ウガネチビマルトゲムシ Lamproby rrhulus

1layas加i FIORI, l967 の食性として 者はセ'ニコ'
ケ (書類) の仮根を記録 (1962) したが, その後,
束京都北区にある西ヵ原農業技術研究所の構内で地
面に生えた辭類上に, 本種の卵・ 初令幼虫が多数み
られた ( l5. V.  1963)。  また産卵に飛来した成虫
も観察できた。 初令幼虫がいづれも葉を食べている
ことから, 二''類の場合も主として集を食べるものと
思われる。 卵は黄褐色でほぼ球形 (0. 5~0. 6mm)。
観察の機会を 'j- えてくださった長谷川仁氏に感一識中
し上げたい。 (11111浜市港北区, 林長開)
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